
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【資料を見て、わかることを考えている様子】 
 
１ 実践のポイント 

(1) 資料を加工して提示し、学習問題を導き出す活動 

  社会科にとって資料は授業の要である。資料をどのように児童たちに提示するかで児童の反応は

変わってくる。本研究では、授業の導入時に「江戸の両国橋付近の様子」を用いる。最初、真ん中の

橋の部分を隠して提示することによって、何を表している資料なのか、児童の中に疑問を引き出し

たい。 

  また、２種類の解剖図と日本地図の変化についても着目させ、その間には何があったのか調べ、考

えさせる。 

(2) 学んだことを自分の言葉でまとめ、表現する活動 

  毎時間、自分の言葉でまとめとふり返りを書く活動を取り入れる。板書をただ写すのではなく、自

分の言葉を大切にしてノート作りを行わせる。また、単元の「まとめる」段階では、「江戸の文化・

学問オススメレポート」を作成させる。自分でオススメの文化・学問を選び、学んだことを用いてレ

ビュー（批評・論評）を行わせる。 

研究テーマ 資料の提示方法を工夫することを通して、主体的に学ぶ指導の工夫 

―第６学年「町人の文化と新しい学問」― 

【提案】 

 児童たちにとって、江戸時代に栄えた文化・学問は、あまり身近なものではない。いかに興味関心を持た

せるかが大切になってくる。そこで、本実践では、特に授業の導入時に資料の見せ方を工夫し、授業に引き

込ませることで、学習問題や学習内容に関心を持たせたり、資料を比較・対比させたりすることによって主

体的に学ぶ児童の姿を目指した。 



２ 実践の位置付け 

(1) 小学校学習指導要領との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本実践は、「小学校学習指導要領」第６学年の内容（２）のア（ク）及び（イ）、イ（ア）に基づい

て設定されたものである。ここでは、「歌舞伎や浮世絵、国学や蘭学を手掛かりに、町人の文化が栄え

新しい学問がおこったことを理解すること」をねらいとしている。 

  そこで、本実践では、町人の文化が栄え、新しい学問がおこったことを理解するために、まず、現

在の文化と比較しながら当時の文化、学問を調べさせる。例えば、歌舞伎ならドラマ、浮世絵ならア

イドルの写真・ポスター、人形浄瑠璃ならドラマ・演劇、芝居小屋なら映画館などである。現在の文

化と関連させることによって、より身近に当時の文化・学問を捉えさせるようにさせる。 

  また、自分の言葉でまとめをさせることに力を入れ、「江戸の文化・学問オススメレポート」を作成

させ、町人の文化が栄え新しい学問がおこったことを理解させ、表現させる。 

 

(2) 実践のポイントの学習評価との関連 

 ・子供をよりよく見取るための多様な評価方法の実施 

子供たちをよりよく見取るための多様な評価方法としては、パフォーマンス評価、ルーブリック評

価、ポートフォリオ評価などがある。今回の実践では「江戸の文化・学問、これがオススメ！レポー

ト」において、ルーブリック評価を行う。Ａ評価を「キーワード３つ以上用いながら、自分の言葉で

レポートを作ることができる」、Ｂ評価を「キーワードを１つか２つ用いながら、レポートを作るこ

とができる」、Ｃ評価を「キーワードを用いないで、レポートを作る」とした。 

 ・努力を要する状況（Ｃ）の児童に対する指導、支援 

  本実践では、特に第６時の「『江戸の文化・学問オススメレポート』を作り、学んだことを話し合

う。」学習活動において、努力を要する状況（Ｃ）の児童に対する指導、支援を行っていく。 

  Ｃ評価を「キーワードを用いないで、レポートを作る」としたが、手が止まっている児童に対して

はノートを見返し、まず、江戸の文化・学問にはどのようなものがあったのかを確認させる。そして、

自分が興味を持ったものはどれかと問い、何か一つ選ばせる。その際、自分事として捉えにくい江戸

時代の文化について、「今で例えると何にあたるだろう」と子供たちに投げかけてみる。例えば、歌舞

伎ならドラマ、浮世絵ならアイドルの写真・ポスター、人形浄瑠璃ならドラマ・演劇、芝居小屋なら

映画館などである。そうして、一つ選ばせたら自分でまとめたノートや教科書の記述から、文化・学

問のキーワードを探させる。その際、ヒト・モノ・コトに注目させる。例えば、蘭学なら、中心人物

の杉田玄白、前野良沢、解体新書などである。そのようにしてスモールステップを大切にして、努力

を要する状況（Ｃ）の児童に対する指導、支援をしていく。 

内容(2) 我が国の歴史上の主な事象について、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次の事

項を身に付けることができるよう指導する。 

   ア(ｸ) 歌舞伎や浮世絵、国学や蘭学を手掛かりに、町人の文化が栄え新しい学問がおこった 

ことを理解すること。 

    (ｼ) 遺跡や文化財、地図や年表などの資料で調べ、まとめること。 

   イ(ｱ) 世の中の様子、人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、我が国の歴史上の主 

な事象を捉え、我が国の歴史の展開を考えるとともに、歴史を学ぶ意味を考え、表現す 

ること。 



３ 実践の内容 

 (1) 単元の目標と評価規準 

  我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、人物の働きや代表的な文化遺産などに着目し

て、遺跡や文化財、地図や年表などの資料で調べてまとめ、我が国の歴史の展開を考え、表現するこ

とを通して、歌舞伎や浮世絵、国学や蘭学を手掛かりに、町人の文化が栄え新しい学問がおこったこ

とを理解できるようにするとともに、学習してきたことを基に長い歴史を経て築かれてきた我が国の

伝統や文化と今日の自分たちの生活との関わりを考えようとする。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①世の中の様子、人物の働きや代

表的な文化遺産などについて、

遺跡や文化財、地図や年表など

の資料で調べ、歌舞伎や浮世

絵、国学や蘭学を理解してい

る。 

②調べたことを年表や文などに

まとめ、町人の文化が栄え新し

い学問がおこったことを理解

している。 

①世の中の様子、人物の働きや

代表的な文化遺産などに着

目して、問いを見いだし、歌

舞伎や浮世絵、国学や蘭学な

どについて考え表現してい

る。 

②歌舞伎や浮世絵、国学や蘭学

を関連付けたり総合したり

して、この頃の文化の特色を

考え、適切に表現している。 

①歌舞伎や浮世絵、国学や蘭学

について、予想や学習計画を

立てたり、見直したりして、

主体的に学習問題を追究し、

解決しようとしている。 

②学習してきたことを基に長

い歴史を経て築かれてきた

我が国の伝統や文化と今日

の自分たちの生活との関わ

りを考えようとしている。 

 

 (2) 指導計画と評価計画（６時間） 

   〇内の数字は時間を表す。          知：知識・技能  思：思考・判断・表現 

〈 〉内は評価の方法を表す。        態：主体的に学習に取り組む態度 

 学習活動・学習内容 評価の観点・内容・方法 資料 

つ

か

む 

① 「江戸の両国橋付近の様子」を見て、

わかったこと、気づいたことを話し合

い、学習問題をつくる。 

 ・江戸の両国橋付近はにぎやかである

こと 

 ・歌舞伎 ・解剖図 ・浮世絵 

 ・学習問題を立てること 

 

 

 

 

 

 

思① 江戸や大阪のまちの

様子や江戸時代の文化

と学問に着目して、問

いを見出している。〈発

言・ノート〉 

態① 学習問題の解決に向

けた予想や学習計画を

立て、解決の見通しを

持とうとしている。〈発

言・ノート〉 

・両国橋の絵 

・年表 

調

べ

る 

② 近松門左衛門と歌川広重の活躍に

ついて調べ、歌舞伎や浮世絵がどのよ

うに親しまれていったのか話し合う。 

 ・近松門左衛門  ・芝居見物 

知① 必要な情報を集め、

読み取り、歌舞伎や浮

世絵が流行し、多くの

人々に親しまれたこと

・芝居小屋 

・浮世絵 

実践のポイント(1) 

平和で安定した社会が続いた江戸時代の後半には、どのような新しい文化や学問が生ま

れたのだろうか。 

学習問題 



 ・人形浄瑠璃  

 ・町人の生き生きとした姿 

 ・歌川広重    ・東海道五十三次 

について理解してい

る。〈発言・ノート〉 

③ ２つの解剖図、江戸時代初期と伊能

忠敬の日本地図をそれぞれ比べたり、

オランダの医学書を翻訳する際の苦

労や忠敬がどのように測量を進めた

かについて調べたりする。 

 ・蘭学   ・杉田玄白 ・前野良沢 

・翻訳の苦労 ・伊能忠敬 

 ・天文学や測量術を生かしたこと 

 

 

知① 必要な情報を集め、

読み取り、杉田玄白や

伊能忠敬といった優れ

た学者の活動について

理解している。〈発言・

ノート〉 

・解体新書の解剖図 

・人物画 

④ 国学とはどのような学問か、本居宣

長は国学の発展にどのような働きを

したのか、また、江戸時代の新しい時

代の動きについて調べる。 

 ・国学 ・本居宣長 ・「古事記」 

 ・「万葉集」 ・「古事記伝」 

 ・ききん ・百姓一揆 ・打ちこわし 

 ・大塩平八郎  

 ・幕府や藩に社会の問題を解決する力

がなくなってきていること 

知① 必要な情報を集め、

読み取り、江戸時代後

半、国学が広まったこ

との意味と、社会が不

安定になっていったこ

とについて理解してい

る。〈発言・ノート〉 

・古事記伝 

ま

と

め

る 

⑤ 室町時代のすみ絵と江戸時代の浮

世絵を比べたり、江戸時代の新しい学

問が、社会にどのような影響を与えた

のか短文に整理したりしながら、学習

問題の答えを考える。 

 

 

 

 

知② 調べたことをまと

め、新しい文化や学問

の広がりが、人々のく

らしや考え方を変化さ

せたことを理解してい

る。〈ノート〉 

・すみ絵 

・浮世絵 

⑥ 「江戸の文化・学問オススメレポー

ト」を作り、学んだことを話し合う。 

 

 

思② 新しい文化や学問の

特色を考え適切に表現

している。〈プリント〉 

態② 我が国の伝統や文化

と今日の自分たちの生

活との関わりを考えよ

うとしている。〈プリン

ト〉 

 

実践のポイント(1) 

社会が安定するにつれて、歌舞伎や浮世絵などの文化が町人の間に広がり、国学や蘭学

などの新しい学問がおこった。 

学習問題の結論 

実践のポイント(2) 



４ 実践結果と考察 

 (1)  資料を加工・比較して提示し、学習問題を導き出す活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【橋の様子を隠した資料】             【橋の様子を写した資料】 

  上の２枚の写真は、授業の導入時に用いた資料である。両国橋の様子の資料であるが、初めは、真

ん中の人がたくさん描かれている橋の部分はあえて隠して提示した。そこで、何を表している様子か

考えさせた。「橋」の様子を想像させ、安定した世の中のため、人々が賑わっていることを捉えさせた。 

  また、１時間目の学習問題を導き出す活動で、以下のような学習問題が考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  また、下の板書は第３時のものである。２種類の解剖図と日本地図を提示し、２つの資料の変化の

間にどのようなことがあったのか考え、調べ、児童が黒板に板書をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦争か
な？ 

多くの人で賑わっているな。 

正確なも
のになっ
た の だ
な。 

争いが
起きて
いる？ 

お祭
りだ
った
ん
だ！ 

争いがなく、社会が安
定していることを理解
している。 

「文化」「学問」という
キーワードが押さえら
れている。 

児童が直接黒
板に板書する
ことで、理解し
たことを表現
する活動を確
保している。 



(2)  学んだことを自分の言葉でまとめ、表現する活動 

 単元の「まとめる」段階では、「江戸の文化・学問オススメレポート」を作成した。児童が自らオス

スメの江戸の文化・学問を選び、その文化の特徴やオススメのポイントなどを自分の言葉で書き表し

た。以下のようなレポートができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 研究の成果と今後の課題 

 〈成果〉 

  ・導入で資料の掲示方法を工夫したことによって、児童の興味・関心を引き、スムーズに小単元の

学習に入ることができた。 

  ・毎時間、自分の言葉でまとめとふり返りを書かせることにより、主体的に学習に取り組もうとす

る態度が見られた。「江戸の文化・学問オススメレポート」では、振り返りを生かして書くことが

できた。 

 

 〈課題〉 

  ・社会がわかるという点では、資料の提示の工夫や現在の文化との比較を通して、江戸の文化や学

問についての理解が深まった。しかし、社会にかかわる点でのアプローチが弱かった。現存する

文化をさらに調べてみたいという思いや、大切にしたいという気持ちを醸成する手立てを考える

必要がある。 

浮世絵 

「ふるさとへのきれ

いなおみやげとして買

っていくのもいいと思

います。」→自分の言葉

で、浮世絵の良さをアピ

ールしている。 

歌舞伎 「人が動いているのを見ているのでアニメとちがって、すごく楽しめると思います。」 

→歌舞伎がなぜオススメなのか、学んだことをもとに自分で考えて述べられている。 


